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　　　　　　　 第 1 章　緒　貫

　副腎皮質 が 生命維持 に 重大 な 使命 をお び て い

る こ とは ， 近年 ま す ます明 ら か に さ れ て い る と こ

ろ で あ る ．殊 に 1938年 Hans　Se］胆 が 「General

A ’Japtation　Syndrom 」な る定義 の も とに ， 侵襲

（Stress）と下垂 鱧副腎皮質系 と の 醐潼 に つ い て ，

生體 の 代謝反愿 に新 しい 解釋 を興 え て 以來 ， 刷腎

皮貿 Hormone の 坐 農が Stress に曝露 された際

に 果す重要 な役 割 に つ い て は ， ひ ろ く世入 の注 日

を集 め て い る、手術 は生體 に 加 え られ る 大 きな

侵 襲 の
一

つ で あ る が ， こ の 揚合 の 生體 の 防禦 の 姿

勢 ，反應 の 程度な どは各 嚼體に よっ て 差異 が あ り，

一が い に論 じ きれ るも の で は な い ． しか し少 くと

も術後 の カ タ ボ リズ ム の有力 な 1 因子 が下垂黷副

腎 皮 質系 Hor 狙 o 覿 の 機能亢進 で あ る こ と は，今

日間蓮 い な い と こ ろ で あ ろ う．そ れな らば， 生體

に 手術侵壟 が加 えられ た 錫合，醫學治療上 こ の 副

腎皮質 Hor孤 one の 機能亢進 は ，抑 え るべ きも の

で あ ろ うか．そ れ とも ， 逆 に た か め る べ きも の で あ

ろ うか th 近年 Laborit ら の 考 えた襟 に入 工 冬眼 に

よつ て こ の 副 腎皮 貿系 の 反 應 を鍔制す る こ とが ，

侵寞§に封す る有効 な手段 で あろ うか ．そ れ とも副

腎皮貿 ｝且orH 玲 rlc が 生 髏防禦 Hormone で あ る と

こ ろ か ら ， こ の 働 lm α ｝e 製劑 を典 え て ， 侵襲 の

防禦 に拍車 を加 え る べ きか ． た M
”

p こ S に 考 え ら

名． る こ とは ， 人 工 介助 とい う手段 をも た ぬ 動物瓧

魯が ， Labor亘t の手段 を用 い る こ とな くよ く侵襲

に た えて ， 今 日迄種族 を保持 し得た事實 で あ る e

　私 は 從來 ， 手術侵襲時に於 ける血 糖値 の 變動 の

樣相 を迫究 し ， こ れ に よつ て 生體内 に惹起 され た

内分泌學的反應 め状態 を希察 しよ う と して お 叫

先ず第 1 に 各種 の 麻醉別 に 手術侵襲時に於け る鈍エ

糖値 の 變勠 をみ 第 2 に こ れ らの 手盾［配瘋者 に煢 し

て ， 術証1に Androgen あ る い は Estrogen を負

荷 して ，Androgen は 過血 糖 を抑制 す る傾 向を示

し， Estr・ gen は こ れ を更 に 敏感 に助長せ しめ る

傾 向 に 働 くこ とを知 り ，　こ れ を發表 した
17）。印 ち

侵襲後 の 過血痴 を誘發する有力 な 因子 は 副腎皮

質 HOIfmo 狸 で あ り， こ の 副腎皮質 に 樹 し て An −

drogerl は抑制的に 働 き ，　 Estrogen は 亢進的に働

くと解釋 した
1．4）。 而 して こ の 場合 Androgen を

投與 した 例 は， 何れ も術中血壓 の 變動 も， 出血量

も少 く， 經 遏 は良好 で あ ip　s 臨 tro禦 n を投與 した

例 で は ， 」血壓 は 不 安定 で 逆 に術中に Shock 妖態

を惹起 した ．こ れ ら の こ とか らjrに 副 腎皮 質 Hor −

mone そ の も の   設與 は ， 果 して 手術巾 の 生體 に

好 結果 を及 ぼ す もの か 否 か ， 術前に こ れ を投與 し

て 血糖値 の 變動 を暹 究 し， 匿つ 術中 の 患者 の 歌態

を出來 る だ け詳 し く觀察 す る こ と y した ．

　　　　　　　鑛 窰章 　礙究露強
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　被驗手 術患者 と し て は ， 比較的手術侵襲 の 大 き な開腹

術 ，單純性子宮全摘除術 昌例 ，腟上部切斷術 2例計 6 例を

え らび ， 副腎皮質 HGrmone 製劑と して は A ．C ．E ．： Ad −

rcnal 　 Cortex 　Extract （Up 　30hn泄二）　（1cc當 り總ヱ

キ ス   ．1  （5 犬單位一 2。5RE ） を含有）及び 強カイ

ン テ レ ニ ン （1　CG 中新鮮副腎艮 質309含有）を用い た。

こ れ らの Hormone 調 は ， 夫 々 術前工5分 に投與するこ と

と した．

　第 2 節　血糖の 定 量 方法

　自旡幸H，f一出著言侖文
「6｝17 ）きこiφづ

奚

る．

　第 3節　實驗材料及 び 血 液 の採 取 方 法

　被驗手術患者は，す べ て國立東京第
一
病院婦人科入院

中 （1956年 i 月 iv1956 年 2月） の 亀の で ， そ の 徳前處置

及び血液 の 採取方法 は ， 甑報拙著論文 の 記載 の 通 りであ

る の で省略す る．

　　　　　 第 3 章　實驗及び その 成績

　以上 の よ うに 實驗し ， 術前殖を 1  Oと して 並L糖値を算

出 し， その 變化 の 様相を手術中に於けるそ の 血墜 の 變動

とあわせ て 画示 すると次の 如 くである．

　例 1　北 ○美0 子 ；　40歳，　 2 囘 經産 （第 1 ，2 圖 ）

　診斷 ： 子宮筋腫

　術前内診所見 ：子宮腟部や S 硬，子宮前傾前屈 ， 大き

さ 手 拳大 ，硬 さ正 常
’
，附屬 器 異 常 な し，分泌 物 粘液性 膿

性．

　術前血液所見 ：　 血色素量 5。99〆dl， 赤血球數 28τ×

104，白．血 球數3100， 血液銘重1042，血漿比重1028

　手 術 名 ： 單純性 子 宮 全 摘除徳

　出血 量 ： 57L）　cc

　手徳時間 ： 1時間麗 分

　入 院 日數 ： 14日

　麻醉 ：氣管内導入 痲醉

　術前15分に ， 強カイン テ レ ＝ ン 1　ce，2筒，計 2 己c投與

第 1 圖　北 ○ 　血 糖 の 變動
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　血糖は上 昇の 傾向に あ り，術後3G分では，か な り強 い 過

洫 糖を示 した 。術 中， 血 壓 は不 安定 で，術開始後30分 に

は 最高血 壓 が 72迄下降 し患者の 全身状態は 悪 く， NeQ 一

第 2 圖 　 北 ○　 並 壓 の 變 動
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synephirin の注射等 を 必要 と した．出」血量 屯多 く ， 全

量 5TOCC−e術中，實質性 の 出血が顯著に多 く， 手衛手技

を 困難に した．

　例 2　 臼○照○ ， 34歳 ， 2 囘經産 （第 3， 4 圖）

　診斷 ： 兩側陳舊性附屬器炎

　術前内診所見 ：子宮前傾前屈 ， 大 き さ 固 さ 正 常，爾懺

附驫器部抵抗，壓 痛 あ り，分 泌物，子宮腟都異常 な し．

　術前 血 液所見 ：血 色素量鳳 59 姐，白　tfigif（數460 

　手術名 ：膣上 部切斷並 に 兩側附羅器摘除術

　手衛時間 ：54分

　痲醉 ：腰椎麻醉

　入院日數 ：工1日

　術前 15分 に強力 イ ン テ レ ＝ ン 1cc ， 2筒，計 2cc投與

　　　　　　 第 3圖　 臼 ○　 血 糒 の 變 i助
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第 4 圖　臼 ○ 　血 壓 の 變動
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　血糖値は ， 徳中か な り強い過血糖を 示 し た．徳 中 ， 慮

壓 は不安定で ， 術開始後15分 か ら2D分 に は ， 最高血 壓 は

62迄下降 し，患者は 悪 心，嘔 吐 を 來 し， 全身吠態悪 く，

Neosynephirin の 注射輸血等を要 した e 出廟量 も多

く， 全量 402ccで ， 前倒 と同 じ く， 術者は術中實質性
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の じ く じ く レた 出r薩の 多い こ とに惱ま さ れた。

　例 3　早○ハ o ．13歳 ， 4囘經産 （第 5
，

6 圓 ）

　診斷 ：子宮筋腫

　術前内診所見 ：子 宮後：傾後屈　大 き さi・卵大，固 さ硬，

附 屬器異常な し， 子宮腟部び らん あ り．

　術前血 液所見 ：血 色素量 lbR　．1　g　ldl， 白血 球数 4800

　手衛名 ：軍純性子宮全剔術

　手徳時聞 ： ユ時閥彊 分

　縦醉 ：腰椎嘛醉

　入院日數 ：ユ3s

　術前 1§分 に 強力 イ ン テ レ ニ ン 1CC ，1 筒 投 興

　　　　　　 第 5 貿　 旱 ○ 　 血 糖 の 變 轟］
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　i重L踏値 は E昇 の 頗向｝こあ り，殊 に 終了時 に 章ま著 しい 過

血糖を來 し た．こ の例では ， エ［h塵 に は ， あ ま り著明 な變

動 を み な か っ た が ， 手術終了時 に近 く， 患著 は 悪，b，犒

吐 を來 し全 身駅 態 は 良 好 ど まい え な 力丶 つ た ．

　例 4　村 CI艶 O ， 45歳 ， 4 、巳1經薩i（第 ？，8 薗）

　診斷 ：子宮筋箪

　術前内診所見 ：子富醯鰤 鋤厘，大き さ手拳大，固 さ正

常 ， 附屬器 異 鴬 な し，分 泌物少量

　術前血液所見 ： 血 色素量 5．89 雌，赤血球數 234 ×

ie4，自」血球數5200

　手術名 ：單純性子宮全摘箭

　手術時閏 ： 三時閥」0分

　嘛醉 ：腰椎麻弊

　 入 院 日數 ： 1，0　l！

　術前15分 に ta．C ，E ．10じo投與

　　 第 7 置　村 ○ 　 血 糖 の 變 勧
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　1氤糖値 は ， 爾中，か な り強 い 過エtJ．糖 を 示 した．1紅壓 の

吠態は不安定で ， 開始時 に強 々・高 血壓 を 來 レ， 次 い で術

後 20分 か ら40分 に わ た
一．
⊃ て ，．戴 罷下降 を來 し 、 酸素吸

入 ，強心 劑 の 投異等 を行 い ，こ の 例で も，術中の 患者 の

｝「犬態は．二芝好 とは い・え 脈 か つ た。

　削 」　磯o ジ，48戚 ，2
一
こ經産 （第 9，⊥o毆）

　診駈 ：子 宮；籌腫

　術前 】徭診所見 ：子 脚 壁 F区や X 大，子宮絢傾前冨 ， 大 き

さ 超手 拳大，凋 さ 硬 ，

1、1｛嚥器異常 な しs 子宜腟部び らん

あ りu

　術自面寵液所見 ；．顧 聾 蓄量 3．鰭 瓜 赤血 球數 工55× 蝉

自 致廴：i⊇k數 4三〇〇

　千 術名 ：單締性 ｝寅全摘う荷並 び に 醸測附属器摘除

　≡∫三御 1寺澁i函 8分

　1・乖酔 ：腰椎痢群

　入：簿 破 隻：13日

　術前15分 A ．c ，E 、5c 〔：投興

　 　 　 　 　 　 第 g 圃　 磯 　 血．糖・
の 變 動
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第 ユ0圖　磯 　並1．」塾 の 變動
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　血 糖は，上昇の 領 向をた どり， 終了時 に は 強度 の reli’it
糖 を 示 した．猜前 よ り貧血 の 著関な患者であっ た の で，

術開始時よ り輪」血を精力的に 行っ て い た が ， 術開始時 よ

り20分〜30分 の 聞 に Shock 歌態を お こ し，酸素吸入，

強心劑 Neosynephirin の 注 射，靜脈切開等 を 行 っ て，

事な きを 得 た．

　例 6　 赤○茂，41歳，未婚 （第11， 12圖）

　診斷 ：子宮筋腫

　術 前 内診 所見 ：子 宮前傾前属，大 き さ兎頭大，固 さ 硬，

附扇器異常な し，腟部 び らん な し．

　徳前血液所見 ：血 色素量 12。99 超，白血球數49G 

　手 術 名 ： 膣 上 部 切 斷術並 び に1訂欄 附屬器摘除

　手術時間 ： 52分

　麻醉 ： 腰欟 硫醉後追加全身痲醉 （笑氣）

　入 院 日 數 ：12日

術 前15分，A ．C ．E ．5ce投興

　 　 　 　 　 第 11囲 　 赤 ○ 　血 糖 の 蠻 動

max

　
min ・

　 　 　 第 ヱ2監：　 赤 ○ 　 血 屋 の 變 動
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　血糖 は開始時に彊い 過．1配糖を示 し， 更に終了時に強 く

上 昇した。こ の 例で は腰椎賺醉 の 効果惡 く， 衛開始時

に ，甚 しい 疼痛 を 訴 え た の で，開 始 時 の 過 血 糖 は，こ れ

に よる Adrenalin 分泌 に原因す る と思 わ れ る．血 壓 の

状態は不安定で ， 術中患者 の 全身状態は良好とは い え な

か っ た．

　　　　　　　茎窮4 章 　考鮟と結論

　 從來 ， 副腎皮貿 Hormone 劑 は ， 手術中に お こ

る偶發 Shock の豫防劑 とされ ， 侵襲 に饗す る防

衛 暇ormone と して そ の 術前投與 は 有効 とされて

い た が ， 本實驗 を行 い ， 且 っ 私 が こ れ迄 に行っ て

きた 諸實驗 と綜合 して ， 私 は こ の こ とに疑問 をも

つ に至 つ た ．郵 ち生體 の 防衞 に 對 して生體 内 に 於

け る副腎皮質 Hermone が夏大な役 割 を
’
果 す こ と

は事實 に して も， 更 に術 前に こ れ を過剩 に投與 し

て副腎皮質機能 を亢進 せ しめ る こ とは ， 侵襲 を受

け た生體に 果 して有利 で ある か どうか ・本實驗 で

副腎皮質 Hormone を術前投與 した 例 で は ， 何れ

も術中 に強 い 過 血糖 を來 し，血 壓 は 不安定 で 出 齬窪

量 は 多 く， 患者 の全身状態は い ち じる し く障碍 さ

れ て ， どの 例 も術 中安 ん じ て眼 を は な し て い られ

な い 程 度に不良で あつ た ． 之は私 が先 に行 っ た 實
’

驗皀口ち Androgen を術前投與 した 手術例が ， 過血、

糖 も輕慶で 」血壓 も安定 し， 出血量 も著 明 に抑制 さ

れ て い た こ と に比較す る と ， 全 く明 らか に 大 きな：

差異 と い うべ きもの で あつ た ． 自Pち生體 は侵聾 に

直面 し必要以上 の 副腎皮 質 Horrnone を分泌 す る，

となす赤須氏
／5）の 理 論 を肯定 す るも の で あ り，そ

れ故生體が Stressに直面 した 時 あま りに も敏感 に．

之 に 反應 する こ の 事實は ， 實 は 却 つ て生體 に とつ

て不利 と考 え られ るめで あ る．む ろ ん しか し侵me　／1
に 封 して 生體は 之に 防衞反 應を示 すべ きで あ る。

然 しそ の 反應 の程度は上述 の如 くで あ る とすれ ば

む しろ幾分抑制 され た 二方が よ く， 副腎皮質 Hor −

mone 劑 の 使用 は ，　 Sh   ck の 豫防 とし て は ， 副 ：

腎皮質機能 不全 の 患者 に の み限 定 され る の が 妥當

で ， 通常 の 防禦反射能 力 をもつ た 個體 で は ，む し

ろ Androgen に よ つ て 餘分 な遏剩反應 をと りの ぞ

い た方が ， 術 中及 び術後 の 同復 に 有 利 と考 え られ ．

る の で ある ．
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　　　　　　　　　 結 　　論

　 1） 手術侵襲 に封 して ， 豫 め副腎皮貿 Hormo −

ne 劑 を投與 し て そ の 血糖 の 變動 を追究す る と ， 過

血糖が薯明 に み られ ， そ れ に ともな い 」血壓 は不安

定 で あ り， 術 中息 者 の 全身状態 は 不 良 で あっ た 。

　2） 本實驗 に 於け る副腎皮質 Hormone 劑 の 投

與量及び投與 の しか た で は ， j！？L壓 の不安定 ， 過 血

糖 は術中 の み で ， 術後 の患者 の 全身状態及び 血糖

の變動 に は特 に影響 は み られ な か つ た 。

　3） 侵襲 に 際 し て お こ る 生體 の 防禦反射 と して

の
．
ド垂體副腎皮貿系 の 機能亢進 は ， 例 えば過 血糖

はむ しろ出來 る だ け緩和 さ れ た 方が ，侵鑿 を受け

る 生體 の
一般 状態に とつ て 有利で あ り， 手術侵壟

の Shock 豫 防劑 と t、て の 副腎皮質 Hormone 劑

投 與は ， 副腎皮質機能不全 の者 に 限 り投與 され る

の が妥當で ， 通常 の 個體 に は む しろ Androgen を

投與 し て ， 侵襲 に封す る副腎皮 質系 の 過剩反 應 を

抑 制す るべ きと考 え る．
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